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① 気象情報を確認しましょう。
気象情報を事前に確認し、注意報や警報が出ていないか確認しましょう。
悪天候が予想される場合は、無理をせず、中止や延期を検討しましょう。

② 健康管理に気をつけましょう。
体調が悪いときや、お酒を飲んだときなどは、海や川等に入らないようにしましょう。

③ 遊泳時の安全を確保しましょう。
危険区域や遊泳禁止区域には立ち入らず、遊泳できる場所でも、水深、水流を考慮し、
安全な方法で遊泳しましょう。
海では、岸に近いところでも、沖へ流れるとても速い潮の流れ（離岸流）があったり、
川では、地形によって、川底に深みがあったりするため、急に流されたりする危険が
あります。
④ 保護者が付き添いましょう。
子どもを水遊びさせるときは、保護者等が付き添い、絶対に目を離さないようにしま
しょう。子どもだけでは、海や川等で遊ばないようにしましょう。
⑤ ライフジャケットを活用しましょう。
海や川等で遊ぶときはライフジャケットを必ず着用しましょう。
ライフジャケットは体のサイズに合った物を選び、正しく着用しましょう。

水の事故の未然防止対策について

令和７年中
５５件発生

毎年、全国で多くの水難事故が発生しています。

先月も福岡県内において川で遊んでいた子供が亡くなる

水難事故が発生しています。

水難事故の大半は、海や川でのレジャー中です。

ちょっとした油断が、大切な命を危険にさらすことも。

事故を防ぐためには、一人ひとりの意識と準備が何より大切です。

一部の不良外国人と日本人が結託した
○ 就労資格のない外国人を不法に就労させ、又は、不法就労を斡旋する不法就労助長
○ 日本国内で長期滞在・就労するため、日本人との結婚を装って「日本人の配偶者等」
の在留資格を取得する偽装結婚

○ 海外輸出を目的とした自動車盗や金属盗
などの犯罪が発生しています。
皆さんの周りで、このような犯罪に関する情報があれば、筑紫野警察署に情報提供を
お願いします。


